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きしわだしごふうそう
岸和田市五風荘

所在地：堺市南区片蔵 645
最寄駅：南海バス「桜井神社前」からスグ
拝観自由・無料

　泉北高速鉄道の泉ヶ丘駅と栂・美木多駅の中
間、泉北ニュータウンの南、堺市南区片蔵（旧上
神谷村）に位置する。
　飛鳥時代、推古天皇5年（597）に創建されたと
いわれる。上神谷（ニワダニ）八幡宮とも称せられ
ている。南北朝頃、付近の武士の尊崇によるとこ
ろが大きく、建武4年（1337）上神城主が社殿を
造営したと社伝には伝えられ、神域広大にして社
は隆盛を極めていたが、天正5年（1577）信長の
根来攻めの兵火にかかり、拝殿を残すのみとなり
一時荒廃した。
　その後、天正16年（1588）より享保16年

（1731）にわたる再建によって、旧観に復旧し
た。江戸時代以前までは本殿、拝殿の外に阿弥陀
堂、神宮寺、奥院、鐘楼などがあったようである。
　拝殿は桁行5間・梁間3間、切妻造り本瓦葺き
で、まず目につくのは、瓦葺きの屋根と二重虹梁蛙
股飾りである。中央の一間を土間として割拝殿の

形式になっている。祭礼時には中央の土間に両側
から蔀戸（しとみど）と呼ばれる建具を下ろして床
にし、拝殿全体が床の間になる。白壁と朱塗りの
構造材が簡潔な架構を表わし、美しく感じられる。
　神社建築で、このように古風な仏堂的要素をも
つものはほかに例がないようである。当初、中央
の土間部分も板の床が張られていたとか縁がつ
いていたなど、色々建築的に考察されているよう
である。鎌倉時代初期の建築様式とされ、堺市内
では唯一の国宝に指定されている。
　10月の秋祭に奉納される神事舞踊「上神谷の
こおどり」は、雨乞いの踊りから始まったとされ、拝
殿前で鬼や天狗を中心に鉦や太鼓で踊る古典芸
能であり、国の無形文化財に指定されており、室町
時代に完成された風流の面影をよく残している。
　泉北丘陵には、他に多冶速比売神社、上神谷の
妙見さん（感応寺）、法道寺などがあり、秋に散策
されてはいかがか。　　　　　（木村小太郎）

所在地：岸和田市岸城町 18-1
最寄駅：南海本線蛸地蔵駅下車、北へ徒歩 5分
会館時間：10～ 17時　休館日：月曜日
入館：部屋は貸室制、庭園の見学は無料
TEL：072-422-6555

　岸和田城の東南にある広大な敷地をもつ五風
荘は、もと城主、岡部氏薬草園であったところを昭
和4年に紡績業で成功を収め第17代岸和田市長
を務めた寺田家二代目利吉が大規模な造営の工
を起こし、昭和10年から茶室、12年から主屋の建
築に着手し昭和14年に完成した大邸宅で、平成
10年に国の登録文化財の指定を受けている。
　五風荘という名称は、茶人としても卓越し、武者
小路流の木津宗泉に師事していた寺田利吉の贈
名「五風院」（旧岡部藩主の詩、五風十雨に因む）
に因んだものである。
　主屋の設計は清水組京都支店の船越四郎、茶
室の設計は木津宗泉と小川歳造で監督は主屋・
茶室共福富善作、施工は地元の大工で江戸時代
から「大喜」の屋号で知られる小川喜兵光である。
　敷地は約8000㎡で広壮な回遊式日本庭園に
面して主屋が配置されており、庭園内には山亭、
残月亭、利庵という3棟の茶室が設けられている。

　数寄屋風の主屋は木造一部鉄筋コンクリート
造で地下1階地上2階、延べ面積が約940㎡と
なっている。
　玄関を入り左方に向かうと応接室と次の間付
の広い客間がある。この客間は実に上質で、柱に
は檜の糸柾を用い、天井は薩摩杉の杢、入側の天
井竿縁は猿頬面がとられている。床は2間大目四
畳床、漆に酢酸鉄を加え純黒の光沢を出す框、醍
醐三宝院寝殿の棚を模した違い棚、桐板に飛鶴
をあしらった欄間等、随所に目をうばわれる部位
があり、華麗な中にも気品あふれる和の建築空間
を構成している。
　五風荘は、わが国の大工技術が最高度に達し
た昭和初期の名建築であり、主屋の他にも昭和
11年に東大寺子院の中性院の門を移築した表
門、鎌倉時代中期の十三重の石塔等もあり見どこ
ろも多く、地域の貴重な文化財であるといえる。

（平塚隆史）

さくらいじんじゃ
櫻井神社

拝殿中央

こおどりの面拝殿妻面

回遊式庭園と主屋

南木門と呼ばれる表門

堺

いずみ野

みしま野
島本町・高槻市・茨木市・摂津市

北河内
枚方市・交野市・寝屋川市・守口市・四條畷市
門真市・大東市

堺
堺市・高石市

いずみ野
和泉市・泉大津市・忠岡町・岸和田市・貝塚市
熊取町・泉佐野市・田尻町・泉南市・阪南市・岬町

拝殿

客間床の間

山亭外観




